
 

 

5. 最終処分の方針 
 

焼却灰リサイクルについて 5.1 

現在、松阪市クリーンセンターから発生した焼却灰は現最終処分場で埋立処分している。 

一方、三重県内では、焼却灰をセメントの原料として再生利用している市町がある。三重県内

で行われている焼却灰リサイクル方法としては、セメント原料化以外にも、焼成による土木資材

利用や溶融後に非鉄金属を回収する山元還元などがある。 

焼却灰をリサイクルすることにより、最終処分量の削減と資源の循環利用につながることから、

将来的な焼却灰リサイクルの実施について検討を行う。 

 

最終処分方法の比較検討 5.2 

最終処分方法の立案 5.2.1 

現最終処分場が埋立完了する平成 38(2026)年度からの最終処分方法として、焼却灰リサイク

ルの実施有無について比較検討する。検討ケースは以下の 2 ケースとし、概要を表 5-2-1に示す。 

ケース 1：焼却灰埋立案 

ケース 2：焼却灰リサイクル案 

 

表 5-2-1 最終処分方法の検討ケース 

 
概 要 埋立処分量

埋立容量 
(覆土含む)

ケース 1： 
焼却灰埋立案 

・焼却灰リサイクルは実施せず、焼却灰及び破砕埋立

物等を埋立処分する新最終処分場を整備する。 
87,000 t 95,000 m3

ケース 2： 
焼却灰 
リサイクル案 

・現最終処分場埋立完了後から焼却灰リサイクルを実

施する。 
・焼却灰以外の破砕埋立物等は新最終処分場を整備

し、埋立処分する。 

16,000 t 27,000 m3

 

最終処分方法の比較検討 5.2.2 

最終処分方法の比較検討結果を表 5-2-2 に示す。 

埋立期間 15 年間におけるコストは、ケース 1 がケース 2 と比較して低い。 

しかし、ケース 2 のとおり焼却灰リサイクルを実施すると年間の埋立容量が減少するため、本

建設候補地において 3 期分（45 年間）の最終処分場整備が可能となる。そこで、長期的な視点

で、埋立期間を 45 年間として比較すると、新たな用地の取得等が必要なく、拡張が容易である

ケース 2 の方がコストは低くなる。 

また、本市としてリサイクルを推進していくことも重要な課題である。 

したがって、最終処分方法は焼却灰をリサイクルするケース 2 とし、3 期分（45 年間）の埋

立を前提とした最終処分場整備を進めるものとする。 
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最終処分の方針 5.3 

「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 平成 29 年 松阪市」において、将来的に焼却灰リサイ

クルを実施するとしており、前項の検討結果をふまえて、最終処分の方針は以下のとおりとする。 

 

【最終処分の方針】 

 現最終処分場は平成 38(2026)年度中に埋立を完了する。 

 平成 38 年度より焼却灰リサイクルを実施する。破砕埋立物等は埋立処分を継続する。 

 新最終処分場を新たに整備し、平成 38(2026)年度からの供用開始を目指す。 

 新最終処分場は、3 期分（45 年間）の埋立を前提とした整備を行う。 
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